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はじめに

　21世紀の歯科医業は、新たな業態へと移行しつつあります。従来の「治療」中心から、「予
防」「ケア」「審美」へと領域が広がってきたためです。こうした流れにより、歯科医業はこ
れまで以上にサービス産業として「ホスピタリティ」の精神を採り入れることが求められる
ようになってきました。「処置する」から「医療サービスを提供する」へと考え方をシフトし、
スタッフの意識や院内システムをそれに合わせて進化させていかなければならないという
ことです。
　では、「処置する」のと「サービスを提供する」のとでもっとも異なる点は何でしょうか。
それは、「一つの治療」に対してマニュアルどおりに事を進めるのが当然とされてきたのに
対し、ホスピタリティ重視の現場では「１人の患者さん」を気遣い、フレキシブルに対応し
ていくことが求められる点です。大まかな手順は決まっていても、説明やヒアリングの手
順や対処の方法は「１人の患者さん」ごとに違ってくるということです。
　これまでにもホワイトニングという作業の手順やスキルを解説したマニュアル本はあり
ました。しかし、ホワイトニングというサービスを提供するためのホスピタリティ・マイ
ンド（意識）を中心に据えた「マニュアルブック」（以下、本書と略す）はありませんでした。
　そこで本書は、ホワイトニングのスキルや手順だけでなく、どうすれば患者さんの不安
をやわらげることができるのか、満足感を高めるにはどうすればいいのか、そうした点に
配慮したスキル＆マインドを解説するマニュアルブックとして制作しました。
　これから本書を読まれる歯科衛生士の皆さんに意識していただきたいことがあります。
それは、21世紀の歯科衛生士の職務はアシスタントではなく、ホストであるということ
です。ホストという言葉には「主催者」という意味が含まれています。ホワイトニングは
歯科衛生士が主催者として行っていくことができる業務です。90年代に、歯周治療（TBI、
SRP）やう蝕予防、リコール管理といった業務が歯科衛生士によって担われるようになり、
歯科衛生士の業務が拡大し、歯科衛生士の存在価値は大きく変貌しました。そして21世
紀になり、ホワイトニングという新しい業務が加わり、さらにその可能性は拡がろうとし
ています。本書をとおしてホワイトニングの知識を深めるとともに、今までの歯科医療の
なかで欠けていたサービス産業としてのスキル、「患者さん」ではなく、あなたの「ゲスト」
として接していくためのマインド、それらを学んでいただくことができれば幸いです。

　2022年12月

ナディアパークデンタルクリニック　
理事長　飯田 吉郎　
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